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環境ISO学生委員会と関係者（H30.02.21）

第21回環境コミュニケーション大賞受賞 ～環境配慮促進法特定事業者賞～　　

第3回サステイナブルキャンパス賞 建築・設備部門受賞

ISO 14001
キックオフ宣言

11月 ISO 14001
認証取得

平成２０年度
容器包装３R促進環境大臣賞

主催：環境省

第８回日本環境経営大賞
環境経営パール大賞
主催：日本環境経営大賞表彰委員会、三重県

第２回エコ大学ランキング総合
・国立大学部門第１位 主催：エコリーグ

第22回地球環境大賞文部科学大臣賞
主催：フジサンケイグループ

第5回エコ大学ランキング総合１位
主催：エコリーグ

平成26年度省エネ大賞（省エネ事例部門）
経済産業大臣賞 主催：㈶省エネルギーセンター

第6回エコ大学ランキング5つ星エコ大学
（総合部門最高評価）主催：エコリーグ

第17回グリーン購入大賞環境大臣賞
主催：グリーン購入ネットワーク

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

日本環境経営大賞
環境経営パール大賞キックオフ宣言

地球環境大賞 文部科学大臣賞

省エネ大賞経済産業大臣賞

グリーン購入大賞 環境大臣賞

※環境コミュニケーション大賞
　主催：環境省/（財）地球・人間フォーラム
　環境報告書賞
　主催：東洋経済新報社/
　グリーンリポーティングフォーラム
　平成25年をもって休止

（2017）

※エコ大学ランキングは、平成26年をもって休止

平成29年度地域環境保全
功労者表彰 環境大臣賞

環境関連 受賞歴

環境ISO学生委員会 主催：環境省

平成
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平成
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平成
27年度

平成
26年度

平成
25年度

平成
22年度

平成
21年度

平成
20年度

平成
19年度

地球温暖化防止活動 環境大臣賞

平成28年度

平成28年度地球温暖化防止活動
環境大臣賞 主催：環境省

地域環境保全功労者表彰 環境大臣賞

環境報告書 受賞歴

平成
28年度

（2005）

平成
17年度

平成
27年度

平成
26年度

平成
25年度

平成
23年度

平成
22年度

平成
21年度

平成
20年度

平成
18年度

第10回環境コミュニケーション大賞
環境配慮促進法特定事業者賞

第12回環境コミュニケーション大賞
環境配慮促進法特定事業者賞

第12回環境報告書賞公共部門賞

第13回環境コミュニケーション大賞
環境配慮促進法特定事業者賞

第14回環境コミュニケーション大賞
環境配慮促進法特定事業者賞
第14回環境報告書賞公共部門賞

第15回環境報告書賞公共部門賞

第17回環境コミュニケーション大賞
環境配慮促進法特定事業者賞

第18回環境コミュニケーション大賞
環境配慮促進法特定事業者賞

第20回環境コミュニケーション大賞
環境配慮促進法特定事業者賞

（2017）

平成
29年度 第21回環境コミュニケーション大賞

環境配慮促進法特定事業者賞

第19回環境コミュニケーション大賞
環境配慮促進法特定事業者賞

平成29年度

●三重大学のシンボル／三翠ホール・モニュメント●これまでに三重大学が取り組んできた環境活動／3R活動の取り組み、自然エネルギーを利用した発電設備

●環境報告書2018の記事にて紹介された環境活動やプロジェクト

■ 表紙について 世界に誇れる「環境先進大学」を目指して三重大学が取り組んでいる環境活動・プロジェクトのイラストやロゴを配置しています。

環境関連受賞

受賞のあゆみ

環境の文化が根付く三重大学の目指すもの

学長メッセージ

三重大学長　最高環境責任者
平成30年9月

　三重大学は、「世界に誇れる環境先進大学・環境の文化が根付く大学」を目指して、学生と教職員が連携協力を

し、さまざまな事業・活動が実施されてきています。企業体としての三重大学は、第3期中期目標中期計画の6年間

において、エネルギー使用量を2015年度比で6％削減するという意欲的な達成目標を設定しました。そして、エ

ネルギー総合管理システムの導入、再生可能エネルギー（風力と太陽光）とガスコージェネレーションによる発

電、省エネ重点施設（デシカント空調・低損失LED照明）の整備等のハード面での省エネ対策を実施してきていま

す。さらに、学生、教職員が協力し、環境ISO学生委員会を中心に、大学キャンパス内における省エネ・節電行動に

留まらず、地域・社会への環境マインドの水平展開にも取り組んでいます。また、高等教育機関である三重大学とし

ては、環境マインドを持った逞しい人材の育成、地球環境の保全・改善に資する先端研究の実施等、環境分野の教

育・研究においても大切な役割を担っていると認識しています。

環境文化の熟成
　三重大学は、企業体としての省エネ活動を着実に実施し

ていくと共に、平成27年9月に国連で採択をされた「持続可

能な開発のための2030アジェンダ」に記載をされている

17のSDGs（持続可能な開発目標）を達成するための行動へ

と、その活動範囲を拡大しています。そして、永続的な社会・

地球環境を構築するための地域拠点となるため、学内・地域

における環境の文化の熟成を図っています。三重大学での学

びを通して、未来を担う若者の心に、環境マインドが根付くこ

とを期待していますし、さらには、環境マインドを身につけた

学生には、社会においても三重大学の環境文化をそれぞれ

の立場で広く発信し、SDGs達成のリーダーとして活躍して

頂くことを願っています。

未来のグリーンキャンパスづくり
　三重大学は、自然豊かなキャンパスづくりを進めていく基

本となる「キャンパスマスタープラン2016」を作成し公表を

致しました。このプランは、既存のキャンパス資産を最大限

活かしつつ、それを現実的・持続的・創造的に拡大再生産する

「創造的再生」の戦略を用いています。三重大学キャンパスで

は、木々の緑に囲まれ、伊勢湾の波の音や小鳥のさえずりが

聞こえ、澄み渡った青空を仰ぎ見る環境が維持・整備され、こ

の素晴らしい環境の中で、独創的で高度な教育・研究活動が

活発に展開されることを目指しています。三重大学では、環

境に優しい行動が日常的に行われ、キャンパス内に足を一歩

踏み入れた瞬間から、環境の文化の匂いを感じて頂けるよう

なキャンパスづくりを進めていきたいと思います。

JP12/071171・JP12/071172/ISO（JIS Q）14001
上浜キャンパス（附属病院を除く）にて認証取得
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世界に誇れる「環境先進大学」の社会的責任（USR）を果たすために
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■ 基本理念
■ 三重大学を創る6つのビジョン

学長メッセージ

三重大学環境方針

Mie University Environmental Strategy

三重大学が目指す環境

環境の文化が根付く三重大学の目指すもの

三重大学の概要

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

■ SciLets
■ 環境座談会

特集

■ 環境関連受賞
■ 医学部附属病院が新しくなりました

■ 環境ISO学生委員会の平成29年度活動カレンダー
■ 3R活動　■ 緑化活動　■ 広報活動　■ 地域連携活動

環境ISO学生委員会の活動

■ 省エネ積立金制度
■ 学生・教職員の環境活動の見える化「MIEUポイント」
■ 環境活動を1日にした場合のMIEUポイントの獲得の例
■ MIEUポイント拡大に向けた新たな取り組み　

サステイナブル・スマートキャンパス

■ 現代社会理解特殊講義（テーマ：MIEUポイント）
■ 環境学A（テーマ：環境内部監査員養成）
■ 環境学F（テーマ：水質・大気の環境化学）
■ 現代社会理解実践（テーマ：環境インターンシップ）

環境教育

■ 野生動物による農作物被害をドローンで防ぐ
■ 忍者と環境　■ 化石から探る進化と古環境
■ 銀および銅イオンによる抗菌効果の検証
■ 医療用脊椎固定器具の開発環境を支える医工連携共同研究
■ 木材の環境配慮性、地域貢献度を定量化して
　利用促進につなげる研究
■ 深紫外LEDで創生される産業連鎖プロジェクト

環境研究

トピックス

■ 教職員の社会貢献活動
■ 学生を取り巻く地域の交通安全環境改善
■ 第24回 Tri-U国際ジョイントセミナー＆シンポジウム2017
■ 四日市公害の教訓とアジアの国際環境協力
■ 地域と連携した小水力発電の復活
■ 自然環境リテラシー学　  ■ 学生委員会紹介
■ 部・サークルの環境活動　■ 附属学校の取り組み

環境コミュニケーション

ESG★の該当記事には以下のアイコンを目次に付けました
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■ 地球温暖化防止活動　■ 省エネルギー体制
■ 省エネルギー対策　   ■ 自然エネルギーの利用
■ 環境会計　              ■ キャンパスクリーン作戦
■ 大学の省エネルギー・スマート化に関する中国との交流会
■ マテリアルバランス    ■ 環境負荷　              
■ グリーン購入・調達の状況

環境関連の取り組み

■ 排水量および水質
■ 化学物質の取り扱い量
■ 建物の建設などにあたっての環境配慮（公共工事）
■ ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物の管理と処分
■ 平成29年改正廃棄物処理法について

環境に対する規制についての対策

■ 巨大地震に備えた体制の整備
■ 「三重県・三重大学 みえ防災・減災センター」は
   地域の防災ハブを目指します
■ 安全衛生への取り組み

防災・安全衛生への取り組み

■ 環境マネジメントシステムの概要
■ 環境マネジメントシステムの状況
■ 環境目的・環境目標および具体的取り組みの達成度
■ 環境マネジメントシステムの点検・環境内部監査
■ 環境マネジメントシステム（ISO14001）の
   サーベイランス(維持審査)
■ 最高環境責任者による見直しの記録
■ 情報の伝達・収集および共有の手段

環境マネジメントシステムの概要

■ 中部電力株式会社との意見交換会
■ 東邦ガス株式会社との意見交換会

第三者評価

■ あゆみ
■ 組織図（平成30年度 三重大学概要）
■ 環境省 環境報告ガイドライン（2012年版）との対照表
■ 環境報告書ガイドライン2018の改定への対応準備
■ SDGsについての解説
■ 編集後記  三重大学環境報告書2018の作成にあたって
■ 用語解説（2018版） 
   文中に★のマークが付いています
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SDGs17目標169ターゲットに該当する記事には17目

標の個別マークを記事見出しにつけました。

（SDGsの解説は　　　　　　　　       ）
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トピックス

環境報告書2018 P6～P7

9回受賞
環境コミュニ
ケーション大賞

受賞回数単独1位

〈環境報告書2018の目次〉 概要版掲載記事

環境報告書2018 P70

　本学は、平成29年11月17日に愛媛大学にて開催された、サ

ステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）2017

年次大会において、スマートキャンパスの取り組みが評価され、

「第3回 サステイナブルキャンパス賞 建築・設備部門」を受賞し

ました。

　サステイナブルキャンパス賞とは、サステイナブルキャンパス

　本学は、環境コミュニケーション大賞［環境報告書部門］にお

いて“環境配慮促進法特定事業者賞”を受賞しました。今回で5

年連続9回目の受賞

となりました。

環境ISO学生委員会が地域環境保全功労者表彰（環境大臣表彰）受賞

　三重大学環境ISO学生委員会の多年にわたる活動が認めら

れ、平成29年度地域環境保全功労者表彰（環境大臣表彰）を受

賞しました。環境省では、環境保全、地域環境保全および地域環

境美化に関して顕著な功績があった者または団体に対し、毎年

度、環境大臣による表彰を行っています。

推進協議会会員による優れたサステイナブルキャンパス構築

に係る取組事例を表彰制度によって顕彰し、会員の意識を高め

ると共に、協議会の活動を推進し加速させ、持続可能な環境配

慮型社会の構築に貢献することを目的に平成27年度から始

まった表彰制度です。

概要版

大臣賞

5年連続
受賞!!



環境活動の軌跡 国立大学法人化

〈平成16年度〉

環境方針作成

〈平成17年度〉

環境マネジメント体制整備開始

〈平成18年度〉
●ISO14001認証
●エコキャンパスカード配布
●エコバッグ作成・配布

〈平成19年度〉 〈平成20年度〉

国際環境シンポジウム開催

〈平成21年度〉
●カーボンフリー大学開始 
●エコ大学ランキング 1位
●COP10 in 三重大学 開催 

●持続発展教育プログラム開始
●省エネアイデア募集
●スマートキャンパス全面稼働

〈平成22年度〉

●スマートキャンパス構想開始
●MIEUポイント開始

●環境方針改正
●ISO14001：2015年版移行準備

〈平成23年度〉 〈平成24年度〉 〈平成25年度〉

エコアイデア募集 ESD in 三重 開催

〈平成26年度〉
中長期の環境・
エネルギーのビジョン
検討開始

〈平成30年度〉〈平成27年度〉
●科学的環境教育人材（SciLets）育成事業開始
●エコバッグリニューアル
●省エネ積立金制度開始

〈平成29年度〉〈平成28年度〉
●ISO14001：2015年版 移行 ●第3期中期目標（6年間）開始
●2021年エネルギー使用量6％削減目標 ●2030年度のCＯ₂削減行動の検討開始
●国際スマートキャンパスシンポジウム開催

第3期中期計画・最終年度
CＯ₂排出量（2015年度比）
6％削減を目指してチャレンジ

〈2021年度〉
CＯ₂排出量
（2013年度比）39％削減を
目指してチャレンジ

〈2030年度〉

　三重大学病院は、一般病院では実施することが難しい手術や

先進的な高度医療を行うことができる特定機能病院として、安

心・安全で高度な医療を提供するため、診療機能の充実と効率

化を推進しました。がん医療、救急医療などをさらに強化すると

共に、災害時に役立つ病院としての機能も強化されています。

■ 新しい三重大学病院
　「環境先進大学の附属病院」として、建物環境面では、太陽の

位置や照明により自動で日射を制限するブラインドを設置、西

日の熱負荷を防止することで省エネを図っています。そのほか

には、LED照明、室用途に応じた種類の空調機、断熱材、ペアガ

ラスによる熱負荷低減などを採用することにより建物の省エネ

ルギーを推進しています。

■ 環境への配慮

医学部附属病院が新しくなりました 現代社会理解特殊講義（テーマ：MIEUポイント）

現代社会理解実践（テーマ：環境インターンシップ）

科学的地域環境人材（SciLets）育成事業について

深紫外LEDで創生される産業連鎖プロジェクト

省エネ積立金制度
マテリアルバランス

環境ISO学生委員会の平成29年度活動カレンダー

　本学は地球温暖化防止活動として平成28年度からの6年間

において平成27年度比でエネルギー使用量を原単位ベースで

6%削減することを第3期中期計画にしています。

　省エネ活動や設備の運用改善などのソフト面だけでなく、

ハード面からも省エネ改修を進めていく仕組みとして「三重大

学省エネ積立金制度」を平成29年度から導入しました。

　この制度によるエネルギー削減率は原単位ベースで6.8%、

ＣＯ₂削減量は1,652t/年と予測しており中期計画の目標値を

達成できます。

　省エネ積立金制度は文部科学省から「運用改善だけでは目

標達成が困難なため、老朽設備を計画的に省エネ改修する仕

組みづくりを構築した」「予算確保の工夫！」と高く評価されま

した。

環境先進大学

中期目標

●エネルギー使用
　量の削減
●省エネによる
　資金の好循環

地球温暖化防止

●温室効果ガス削減
●省エネ活動の動機
　づけおよび教育

環境の向上

●設備更新による
　快適性向上
●予防保全による
　故障の減少

大学評価の向上

●実績報告への活用
●施設整備費補助金
　要求事業の実現

経費削減

●外部資金の獲得
●光熱費の削減
●保守費の削減法令順守

●省エネ法の削減
　目標達成
●省エネ法事業者
　クラス分けSクラス
　評価取得

　現代社会理解特殊講義では学生の環境マインドの育成を目的

として、持続発展教育（ESD）の基礎となる自然環境・地域経済・

環境への取り組みの事例などを学びます。また、本学のESD実践

方法の一つとして、本学独自の環境活動に対するポイント付与

システムであるMIEUポイントシステムについての理解を深めま

す。さらにMIEUポイント活動の実践を通してシステムの改善や

拡張についての検討・考察を行います。

　本講義内では学生が自ら環境に関するテーマを設定し、数名

ずつのグループに分かれ、数週間にわたって活動を行います。そ

して中間および最終週にはプレゼンテーションを行い、自分た

ちの活動をほかのグループに紹介し、情報を共有し合うことで、

自分たちの身の回り

の環境に関心を持

ち、それをよりよいも

のにしていこうとい

う環境マインドの育

成を行っています。

　現代社会理解実践（環境インターンシップ）は、企業・市役所な

どにおける環境実務への参加を通して、企業や自治体の行って

いる環境活動についての理解を深めると共に、実務に必要なス

キルや態度を習得することを目的として開講しています。例年、イ

ンターンシップ受け入れ先として、東芝メモリ株式会社、ミキモト

真珠島真珠博物館、亀山市役所、三重県地球温暖化防止活動推

進センター、伊勢商工会議所などの機関からご協力を頂いてい

ます。

　毎回、学生たちの発表から感じられることは、このインターン

シップが、環境分野で仕事をす

るということはどういうこと

なのかについて、大学の内側

だけでは決して得られない貴

重な学びの機会となっている

ことです。今後も、より多くの学

生が参加できるような授業に

していきたいと考えています。

　本学では平成28年度から、文部科学省の国立大学法人運営

費交付金機能強化経費による科学的地域環境人材（SciLets）育

成事業を行っています。この事業は、地域に多く賦存する環境価

値を利用して地域の環境を保全し、また地域の活性化を図るこ

とを主な目的とする、社会人および学生を対象とする人材育成

システムです。パリ協定が発効し、国や自治体の環境対策が今後

ますます高度化するのに伴い、この分野の専門的知識を有する

人材が一層必要となります。科学的地域環境人材を英語で表記

すると、Scientific Local and Environmental ‘Talented Staff’ 

となりますので、略して「SciLets」とし、このコンセプトを国内外

に広げようとしています。

　準備期間を経て平成29年度当初から受講者の募集が開始さ

れ、平成29年6月6日には三重県知事隣席のもと『科学的地域環

境人材』育成事業フォーラムを開催し、内外に事業の本格的な開

始を宣言しました。最近は、北勢や東紀州地域における環境問題

セミナーを開催し、事業紹介を行いつつ受講者の受け入れを

進めています。平成30年3月末の時点で、社会人の受講登録者は

75名となり、企業や自治体が組織として受講者を支援できる仕

組み、「連携パートナー」は110組織となり、現在ますます多くの

サイレッツを育成しようとの努力が続けられています。 　環境負荷の削減活動を進めるために、上浜キャンパスの事業

活動（教育・研究・診療・社会貢献）に使用する資源・エネルギー

量を測定し、発生する環境負荷の種類・量など各種データの集

計・分析を行っています。データを正しく把握することで、省エ

ネ・省資源に努めています。

　受講の仕方は、忙しい社会人が学習時間を自由に取れるよう

に、インターネット上のビデオ講義とし、e-ラーニングシステム

により受講して理解度確認試験を実施し、その結果を記録しま

す。そのために、サイレッツ用広報ページのほかに専用のe-ラー

ニングシステムを構築しました。

　さらに三重大学のサーバー上にサイレッツビデオ講義用シス

テムを設定し、登録者がこれらのホームページや教材に学外・学

内を問わず、自由にアクセスできるようにしました。

　基本的に、下記の10の必修科目と4つ以上の選択科目を受講

し、それぞれの理解度確認試験に合格して環境教育要件が満た

されると、「アナリスト」の資格が認定されます。そのほかに環境

共同研究などの環境実践要件が認められると、「エキスパート」

の資格が認定されます。

　なお、サイレッツはホームページ上で登録者が随時新しい情報

を得たり、その他の科目や新しい講義を継続して受講することが

でき、資格取得後も連携を継続していく仕組みとなっています。

当プロジェクト コア技術の概要については、環境報告書2018をご覧ください。

■ 概要

■ 仕組みについて

■ 最近の活動

エネルギー
技術

環境問題・
環境
評価法

環境管理・
ESD・
SDGs

環境配慮
技術

環境
関連法・
行政

大気・水と
食の

健康リスク

自然環境
保護・生物
多様性

気候変動
問題

コミュニティ
&

インバウンド

環境経済・
経営,
ESG

アナリスト資格認定 エキスパート資格認定

必修
科目

基本の10分野をカバーする
「地域環境科学概論」
（ビデオ講義 1講義1.5時間×10講義＝15時間）

選択
科目

4科目を選択
（ビデオ講義 1講義1.5時間×4講義＝6時間）

環境実践要件

環境教育要件（アナリストコース・エキスパートコース共通）

共同研究、異分野・異業種交流（研究交流）等のOn the Job Training
を通じ、地域企業や行政等で環境企画や政策を立案できるエキス
パートとなり得る知識を身につけます。

有料

環境専門職に従事できる人材を育成

アナリスト資格を目指す方
環境企画や政策を立案できるエキスパートを育成

エキスパート資格を目指す方

実践を通じて必要なスキルを身に付けます！

三重
大学生は
無料

写真は◎印のイベントの様子です

◎三重大学祭 ●つ・環境フェスタ
●第58回町屋海岸清掃
●放置自転車全学保管場所移動
●花の定植 ●エコキャップ譲渡

◎まわれ!!リユースプラザ in三重大
●第59回町屋海岸清掃
●堆肥譲渡（附属学校）●自転車修理
●エコキャップ譲渡
●シャープ三重工場サイトレポート検証

◎第55回町屋海岸清掃
●第7回松名瀬干潟清掃
●緑のカーテン苗植え●花の定植
●エコキャップ譲渡

◎地域環境保全功労者表彰式
●第1回環境学習

月
6

◎JUMP～日本列島を軽くしよう～
●第56回町屋海岸清掃
●夏の津なぎさまちフェスタ
●エコキャップ譲渡

酸性化物質排出量

温室効果ガス排出量
●CO2
●一酸化二窒素

●メタン23,959 t-CO2
20.7kg

1.0t

●窒素酸化物 7.8DAP ●硫黄酸化物 1.8DAP

河川（海）

廃棄物等排出量

●排水量
●COD

●可燃物
●不燃物
●古紙類

●廃プラ・
  粗大ごみ等
●感染性廃棄物

602 0.3
6.5
t
t

●T-P
●T-N2.9 t

（千）㎥

362.9
26.4
91.0

t
t
t

1,305.1
283.3

大学活動

事務用品

水

エネルギー

14kg4,936（千）㎥

386（千）㎥

179,884kg 3,747台

25,949MWh

280kL0.8kL

t
t

都市ガス LPガス

電力

灯油

水

紙 OA機器

A重油

マテリアルバランス（平成29年度実績）

深紫外LEDは、農水・医療などの広い応用分野を持つため、
青色LEDの次を担う有望な素子で、量産化すべき重要技術

●三重大学ブランド環境教育開始
●古紙回収コンテナ配置

Environmental Management Report 2018 Environmental Management Report 2018

環境報告書2018 P9～10
環境報告書2018 P26、P29

環境報告書2018 P11～12

環境報告書2018 P17

環境報告書2018 P47

環境報告書2018 P36

環境報告書2018 P23

トピックス 環境教育 特集 環境ISO学生委員会の活動

環境関連の取り組み環境研究
サステイナブル・スマートキャンパス

期待されるアプリケーション領域

●植物工場●食品加工工場
●陸上養殖 など想定用途

水の浄化
●病室・手術室の紫外線殺菌
●医療機器への応用（皮膚病治療機器、
　透析用監視装置…）など

想定用途

医　療

●DNA・RNA 純度・濃度測定
●水質・大気汚染物質計測など想定用途

分析・計測

●フォトリソグラフィ●液晶パネルの貼り合わせ
●インクジェットプリンターのインク乾燥 など

想定用途

樹脂硬化・接着・印刷

小型化、高出力化、オーダーメイド
波長調整、長寿命・省エネ

●病院●介護施設
●図書館 など

想定用途

空気の浄化

●歯ブラシケース
●スリッパラック
●哺乳瓶・食器 など

想定用途

紫外線殺菌
深紫外LEDの
メリット

深紫外－LED光線 主な波長帯：
210～350nm

●長寿命・低消費電力
●波長の選択範囲が広い
●光学設計容易性が高い・小型

●環境負荷が低い
●光の放射方向に熱が出ない特

徴

資
格
の
認
定

◎春のキッズエコフェア
●留学生自転車譲渡会
●第6回古本市

月
4

月
9

◎放置自転車台数調査
●定期環境内部監査

◎第11回環境マネジメント全国学生大会
●秋のキッズエコフェア
●第57回町屋海岸清掃 
●エコキャップ譲渡

月
11

◎自転車修理
●第21回環境コミュニケーション
   大賞表彰式

◎みえ環境フェア2017
●エコプロ2017

◎第3回環境学習
●エコキャップ譲渡

月
2

月
12

◎第8回松名瀬干潟清掃
●第7回古本市 ●第2回環境学習
●放置自転車一時保管場所移動
●留学生自転車譲渡会
● ISO14001サーベイランス

　文部科学省の5ヵ年補助事業「地域イノベーション・エコシステム形成プログラム」に本学が採択されました。

OUTPUTINPUT

〈地域イノベーション学研究科〉 三宅 秀人（教授）

啓発用ＰＯＰ（H30.08.01）

西島 旬哉 （生物資源学部2年生）

インターンシップを
受けた学生

写真左壁面が電動ブラインド
（H26.12.02）

ハイブリッド（風車＋太陽光パネル）
LED照明（H30.03.06）

新三重大学病院（H30.03.07） ドクターヘリ（H29.11.15）

再開発後／平成30（2018）年

月
8

月
5

月
10

月
1

月
3

月
7

深紫外LED(210～350nm)
AlGaN

LED(350nm以上)
InGaN

UV
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